
 

 

飛騨地区 家庭教育学級応援通信 

 

広がれ 家族みんなの笑顔！  

       

昨年の今頃，コロナ禍により園や学校は３ヶ月もの間臨時休業でした。 

コロナ禍から学んだことは，やはり「子どもの育ちは家庭が第一」そして「地域全体が連携し子育て・

教育を行うことが大事」だということです。コロナ禍だからこそ，わが子育てを見つめる機会を一層大

切にし，家庭と園・学校・地域関係諸機関・団体がしっかりとつながり合い，子ども

たち一人一人の成長を支えていきましょう！ 

 

◇ 園・学校・ＰＴＡ関係者の声（Ｒ２.６月 飛騨地区内 訪問取材より） 

 

◇ 認定こども園・保育所関係者の声（Ｒ３.２月 岐阜県内 家庭教育学級実施調査結果より） 

 

 

◇ 新課長補佐の声（Ｒ３.４月 飛騨県事務所内） 

 

 

・学校が３ヶ月休みになってしまうと全ての教育活動がストップしてしまったような… 

・コロナ禍，ＰＴＡの活動を何もできないまま役を終わってしまってよいのだろうか… 

・３ヶ月間の臨休を経て登園してきた子どもたちは，例年よりも落ち着いています！視覚支援をす

ればソーシャル・ディスタンスをとります！ 
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飛騨県事務所 振興防災課 振興防災係 

家庭教育推進専門職 ： 水 口 悟 

TEL：0577－33－1111（内線 235） 
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コロナ禍で「話そう！語ろう!わが家の約束」運動も，うまく活用できませんでした。子ど

もの育ちは、家庭が第一であることは誰でも知っていますが，わが子に正面から向き合うこ

とよりもスマホに振り回されている保護者が増えていることが憂慮されます。子どもは「い

ま，ここ」が真剣勝負。大人の時間感覚と子どもの時間感覚が違うことを保護者に訴えては

います。来年度は当該運動を積極的に活かしていきたいと思います。 

 

コロナ禍にてサロン型や研修型の開催は行えませんでしたが、在宅型にて行いました。内容を

選ぶ際に県事務所からの通信や「みんなで子育て」のマニュアルを参考にさせていただきました。

幼児学級とは？から説明が必要な保護者様も多くいるので助かります。このような状況下で令和

３年度もどんな活動が行えるのか心配もありますが、工夫して進めていきたいと思います。 

 

わが子が幼かった頃からずっと，「あなたのよさは○○！」「がんばればできる！」と

声をかけ続けてきました。今春，わが子が社会人一年目となり，私の声かけは「それで

よかったのだろうか」と振り返ることがあります。今，わが子には「疲れたときは休ん

でいいよ」と声をかけてあげたいと思います。 

tel:0577


 

 

◇◇ 大野郡白川村家庭教育学級等リーダー研修会 ◇◇ 

～ 「在宅取組型」家庭教育学級の実践に学ぶ ～ 

 

今年度は，コロナ感染症予防対策と地域の特性を活かすことを目的とし，家庭教育学級等リーダー研

修会を３市１村別に計画をしております。先日，開催しました白川村の様子をお伝えします。 

 

〇大野郡白川村立白川保育園（乳幼時期の部） 

〈期 日〉 令和３年４月９日（金） 

〈会 場〉 白川村立白川保育園 

〈参加者〉 保護者会担当者，園長，教育委員会 

〈感 想〉 

・「家庭教育学級とは？」とずっと思っていたのですが，事例や

大切にしていることなど，たくさん学ぶことができました。 

・家庭教育学級について理解することができてよかったです。難しく考えすぎていたかなと思いまし

た他の園などの取組も知る機会となり，いろいろな取組があることもよくわかりました。 

 

〇大野郡白川村立白川郷学園（義務教育学校の部） 

〈期 日〉 令和３年４月１５日（木） 

〈会 場〉 白川村立白川郷学園 

〈参加者〉 ＰＴＡ役員，全職員，教育委員会 

 〈感 想〉 

・コロナ禍でも，取り組めることが沢山ありますね。在宅取組型の資   

料があり，とても勉強になりました。在宅取組型はすぐに実践できるのでとても良いと思います。自信を持って

子どもたちに接していける親でありたいと思いました。  

・昨年の学園での取組が，家庭教育学級のものだということを本日初めて理解できました。取組の位置

付けがもう少しわかると積極的に取り組めると感じました。 

・具体的なデーターや資料を示しながら，大変わかりやすく家庭教育学級についての説明や各地の実

践をお話ししていただき，よく理解できました。白川村の家庭教育ノートの実践についても紹介し

ていただき，これからの実践意欲が増しました。 

・家庭教育の取組を「見える化」することによって，親子がより簡潔に共有できることを改めて実感し

ました。そのことが，親子（家族）の喜びや次への励みにつながることもよく分かりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 家庭教育学級って？ ・・・楽しく 

    子育てやしつけについて学んだり悩みを話し合ったり，自ら家庭教育について

振り返ったりする場です。 

園や学校の子どもたちの学級のような，またサークルのようなイメージです。 

 

  ★ ５つの型があるよ！  ・・・シンプルに 

A 学校行事参加型  B 体験活動参加型  C 講演会型 

D 子育てサロン型  E 在宅取組型 

毎年，自園や自校で行われている取組を整理してみましょう。 


